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医学研究センター

　医学研究センターは平成 17 年 8 月に発足し，今年で6 年目を迎えた．その間，何度かの部門の再編を経て現在
は7 部門体制で活動している．本稿では，大学の研究活動の指標として頻繁に使用される文部科学省科研費の獲
得状況について，本学の現状を分析してみたいと思う．

1）申請件数と採択件数の推移
　　図 1に年度別の推移を示した．ここ2 年連続の申請件数減少傾向が，今年は微増に転じた．22 年度は申請件

数が少なかったにも拘わらず，採択件数は順調に増加したため，採択率は過去最高の25％程度に達している．
この間，18 年度には電子申請の導入，19 年度には研究支援課設置，20 年度には基盤研究の申請年数の変更（2
－4年から3－5年へ）など，申請件数に影響を及ぼしうる変化があった．図2には23年度の申請件数を組織別，
種目別に示した．

2）直接経費と間接経費の推移
　　図 3に直接経費と間接経費の推移を金額で示した．これらは19 年度に最高を記録した後 2 年連続で減少した

が，22年度は復活の兆しを見せた．

3）23年度の資格別申請件数
　　資格（申請件数・申請率）で示すと，教授（41件・22.0％），准教授（28件・21.7％），講師（45件・23.7％），

助教（50件・8.3％）であった．他大学のデータがないので分析は難しいが，助教の申請率の小ささよりも，若
手講師の申請率の小ささのほうが問題なのかもしれない．表1には23年度の助教の申請件数の内訳を示した．
8.7％という数字の分母は603人であり，これは臨床研修医を含んでいない．組織別の申請率の差が顕著であ
り，ゲノム医学研究センターの100％から臨床系の4.3％まで，幅広い分布を示している．

4）22年度配分額私立医大ランキング
　　機関順位は一位の東大（3091 件，225 億円）に始まってずらりと旧帝大系が名を連ね，8 位が東工大，9 位が
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図 1. 申請件数と新規採択件数の推移． 図 2. 平成23年度申請件数． 
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理化研，10 位が筑波大，11 位が慶応義塾大である．表 2には医学部を持つ私立 29 校のランキングを示した．総
合大学と単科系を比較することは困難であるが，埼玉医大は21 位である．前後の大学名を見てみると，さらな
る健闘が期待される，というところが本音である．

5）今後の方向性
　　文部科学省科研費の獲得状況だけが研究活動の指標ではないことは確かであるが，重要な指標として今後

も使われ続けることは確かであろう．もう一つの指標とされる知財活動レベルにおいては，本学は単科医科大
で日本一の座を獲得しており，これは知財戦略研究推進部門の項で述べる．文部科学省科研費の申請件数を増
やすためには，「応募しましょう」という呼びかけだけでは不十分であろう．共同利用施設の中身の充実，若手
が診療活動時間外に研究しやすいような環境作り，等々が重要になろう．

図 3. 直接経費と間接経費の推移．

表 1. 平成23年度 助教の申請件数の内訳

表 2. 平成22年度配分額 私立医大ランキング


